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会うことができた。この記事は、昨今 マスク着用について、マスクの種類、使用目的、費用、効果などを説明してくれていた。この記事のおかげで、日本人が をする理由を大体理解することができた。そこでさらに考えた が、 マスクは 豊かな人々
が大気汚染に対して清浄な空気を吸うための一種の贅沢品なのではないかということと、こんなに多くの日本人がマスクをする背景には、重要な文化的特徴があるのではないか いうことである。つまり、もう少しこの件については考える必要があるとうことだ。
　私は日本語が読めないので、インター
ネットを使って、日本人のマスクの歴史や現状についての情報を調べてみた。まず、日本のマスクは、古い歴史をもち、洗練され、様式化された伝統的な演劇の一部であるということが分かった。マスク つけるという行為のルーツは、有史以前の神話や儀式にあり、それを洗練され 芸術の形へと発展させていったらしい。このよう 発展や変容の結果、現在の多種多様な目的にもとづくマスクが普及していったと思われる。その目的として、春の花粉症の予防防寒、健康的にみせる 素顔の時 顔隠し（主に女性） 、風邪や空気中の微分子の拡散予防、そして他人に自分の病気がうつるを防ぐといったものが挙げられていた。特に最後にあげた目的は、日本人 礼儀正しさの特徴の一つではないだろうか。また犯罪を行うときにもいろ ろなタイプ マスクをするというのも興味深い。
　マスク着用についての情報収集活動は、
今のところここまでである。なぜなら、この件については、日本に来たばかりの時よりも、もう少し理解できるようになったと感じているからだ。マスクの着用が、日本の文化的特徴の興味深い一面を示していることは、一つ 教訓とし 胸に刻んでおくことになるだろう。マスク着用には、病気から他人も自分も守るという目的がある。個人的なケアと社会 ケアが交差するとろの根源には、日本人の礼儀正しさがありこれからも日本文化 美質として称賛しいきたい。
　このような礼儀正しさは、日本の挨拶に
もあらわれて る。日本の挨拶 様式化されていると同時に心のこもったものを感じる。そこには、エチオピアの挨拶 通底しているものがある。エチオピアの挨拶頻繁な握手や抱擁、キスのしぐさといった、日本の挨拶同様様式化され ところがある。形は異なるが、どちらも親しみや親密さ、相手への関心や歓待の表現なのである マスクをすることや挨拶の中に現われる、文化に根ざした礼儀正 さという素晴らしい文化的特徴は、国境を越えて存在していということなのである。
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